
このたび、⼦ども農⼭漁村交流の取組の拡⼤、定着に向けて、新たに取組を考える
団体等をはじめ、さらに進展を考えている団体等の皆様へ、特別講演や優れた取組事
例の発表をもとに、学校と地域が協働で取り組む重要性、課題解決の⽅向性を考える
機会のほか、関係者のネットワークを形成するセミナーを開催します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

●送り側 …飯⽥市⽴浜井場⼩学校
●受⼊側 …飯⽥市三穂（ミホ）公⺠館

■開催⽇ 201７年12⽉12⽇（⽕）
■時 間 13:00〜16:50（開場 12:30）

■参加費等 無料（定員７０名）

⼀般の⽅も、ぜひ、
ご参加ください︕

⼀般の⽅も、ぜひ、
ご参加ください︕

⼀般の⽅も、ぜひ、
ご参加ください︕

過去のセミナー
参加者の声

●子どもに学ばせるべき内容と指導方法の工
夫について参考になった。（受入関係者）

●行政、学校、地域それぞれの立場から宿泊
体験活動の課題と成果について考える機会
となった。（コーディネーター）

●活動の意義や呼びかけ方など実際に
活動している方の話を聞くことが出来て

大変参考になった。（自治体職員）

▶アクセス ＪＲ⻑野駅より⾞（タクシー、バス）約15分
⻑野県庁より徒歩10分
http://www.union.nagano-map.lg.jp/hall/access/

子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー

※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

特別
講演

■主催／総務省・内閣官房・⽂部科学省・農林⽔産省・環境省■後援／⻑野県、⻑野県教育委員会

■対象者 ⾏政職員、学校教職員、教育委員会、PTA・NPO関係者、
受⼊地域団体、教育や地域づくりに関⼼のある⽅ 等

（⻑野県⻑野市⻄⻑野加茂北143-8）
長野県自治会館（大会議室）■会 場

◎講演テーマ
「体験活動の果たす役割と教育的意義

学校側と受⼊側の協働による取組への期待」
國學院⼤學⼈間開発学部 教授 杉⽥ 洋 ⽒

（前⽂部科学省初等中等教育局 視学官）

事例
紹介



《 プ ロ グ ラ ム 》

13:00 開会･挨拶 総務省、⻑野県

13:10 特別講演「体験活動の果たす役割と教育的意義
学校側と受⼊側の協働による取組への期待」

國學院⼤學⼤学院 ⼈間開発学部 教授 杉⽥ 洋⽒

14:10 事例紹介
○送り側︓飯⽥市⽴浜井場⼩学校の取組
飯⽥市⽴浜井場⼩学校 ６学年担任 椚⾕（ｸﾇｷﾞﾀﾆ）博 ⽒

○受⼊側︓飯⽥市三穂（ミホ）公⺠館の取組
飯⽥市三穂（ミホ）公⺠館⻑ 久保⽥克彦 ⽒

(休憩)

15:20 パネルディスカッション
「⼦ども達のために︕農⼭漁村の未来のために︕
学校と地域協働による農⼭漁村での宿泊体験活動の可能性」
パネリスト 國學院⼤學⼤学院 ⼈間開発学部 教授 杉⽥ 洋⽒

飯⽥市⽴浜井場⼩学校 ６学年担任 椚⾕（ｸﾇｷﾞﾀﾆ）博 ⽒
飯⽥市三穂（ﾐﾎ）公⺠館⻑ 久保⽥克彦 ⽒

16:20 国の施策説明 総務省、⽂部科学省、農林⽔産省、環境省

16:50 閉会
※諸事情によって演題等を変更する場合があります。あらかじめ御了承下さい。

■「飯⽥市⽴浜井場⼩学校」の取組

お申し込み方法 ※ 平成２９年１２月８日（金）までにお申し込みください。

★☆以下の申込表に必要事項を記入いただき、メール・ＦＡＸ等でお申込みください。☆★

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

※書き込みきれない場合は、別紙に「氏名・都道府県名・市区町村名・所属・連絡先」をご記入いただきお申し込み下さい。
※今回いただきました参加者の個人情報は、当事業の運営及び参加者へのご案内・お問合せ以外には使用いたしません。

■「飯⽥市三穂（ミホ）公⺠館」の取組

【 お申し込み・お問合せ先 】（⼀財）都市農⼭漁村交流活性化機構［愛称︓まちむら交流きこう］
（〒101-0042 東京都千代⽥区神⽥東松下町４５神⽥⾦⼦ビル５階）

Mail︓kodomo@kouryu.or.jp FAX︓０３（５２５６）５２１１
お問い合わせ先︓TEL︓０３（４３３５）１９８７ 担当︓清⽔、花垣、間⼸、畠⼭

◎特別講演 講師プロフィール

國學院⼤學⼈間開発学部 教授
すぎた ひろし

杉⽥ 洋 ⽒
学⽣時代に⻘少年の健全育成を中⼼としたボランティア活動に没頭した経験から教職をめざす。
浦和市⼩学校。浦和市教育委員会・さいたま市教育委員会勤務等を経て、前⽂部科学省初等中等教育
局視学官。平成２７年４⽉より現職。モンゴル国（H27年〜）へ、エジプト共和国（H28年〜）へ
の特別活動の導⼊に取り組む。

平成20年度から、南アルプスのふもと遠⼭
地区で、⼩学5年⽣が⼀年間を通して宿泊を
ともなう農⼭村・伝統⽂化体験活動をしてい
ます。
⼦どもたちは、遠⼭地区での農業体験・⺠

泊体験を通して、豊かな⾃然やそこに⽣きる
⼈々の⽣き様に触れることで、社会性を育ん
だりものの⾒⽅や考え⽅を広げたりしていま
す。また、鎌倉時代から800年も続くと⾔わ
れる「霜⽉祭り」についても学び、祭り当⽇
は担い⼿として参加しています。

「地域の⼦どもたちは地域で育てる」と
いう思いで、平成26年から地元⼩学⽣の受
け⼊れを⾏っています。
稲刈りやリンゴの葉摘みなどの農業体験

や⼣⾷づくりなど、受⼊農家の⽅との交流
を通して、⼦どもたちに地域のよさを伝え、
地域への愛着を育んでいます。
体験活動後も、登下校時や地域⾏事で⼦

どもたちから積極的に挨拶してくれたり、
保護者との交流も始まったりするなど、地
域のつながりが⼀層強くなっています。


